
（２基で約３ｔあるそうです）
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（文字は尾鷲小唄の歌詞）

世界遺産協議会ニュース　第６号　発行日平成１５年７月１０日

１  熊野古道（伊勢路）に 91,628 人！！
  東紀州地域活性化事業推進協議会によると、旅行会社、東紀州８市町村への聞き取り調査、各
峠での入り込み客調査などを集計した平成 14 年度の熊野古道（県内 14 コース）来客者数は、

91,628 人と前年に比べ 8,739 人（前年比 10.54％）の増で、調査を始めた平成 8年以降では、東
紀州体験フェスタのあった平成 11 年度の 141,051 人に次いで 2番目に多い結果となりました。

　古道別では、苔むす石畳道が人気の「馬越峠」が 19,325 人で一番多くなっていますが、前年

からは 1,694 人の減となっています。逆に、前年からの増加が目だったのは「始神峠」で、4,686

人から 11,860 人と約 2.5 倍の増となっています。

　ちなみに、紀北７峠では 54,610 人と前年に比べ 5,488 人（11.17％）の増となっています。

≪紀北７峠別来客者数の推移≫　　　　　　　　≪平成 1 4 年度　紀北７峠別来客者数割合≫

H14 H13 増減数

ツヅラト峠 13,505 10,328 ＋3,177

荷坂峠 1,500 3,252 ▲1,752

始神峠 11,680 4,686 ＋6,994

馬越峠 19,325 21,019 ▲1,694

八鬼山 3,867 4,639 ▲772

羽後峠 2,435 1,426 ＋1,009

曽根次郎太郎坂 2,298 3,772 ▲1,474

合　　計 54,610 49,122 ＋5,488

２  蟻の熊野詣！
　４月２７日（火）、紀伊長島町三浦の宮川第２発電所グラ

ンドに、高さ７ｍを越えるアリの夫婦が現れました。

　これは紀伊長島町の燈籠祭実行委員会が設置したもので、

昨年の祭りのテーマであった「熊野古道」のシンボルとし
て制作された大燈籠です。

　今年も７月２６日（土）に燈籠祭（今年のテーマも「熊

野古道」で、大燈籠には熊野三山に神の使いとして祭られ

ている八咫烏が予定されています。）が開催されることから、

その PRと熊野古道の世界遺産登録に向けた PRを兼ね「始
神峠」の入口付近に展示されています。

　夜にはライトアップされ、暗闇にアリが浮かび上がる幻

想的な雰囲気が味わえます。

３  『野口雨情』歌碑完成！
　世界遺産を目指す熊野古道の「歴史と文化」についての認識
を深め、住民参加の個性豊かなまちづくりを進めることを目的

に、熊野古道リレー講演会が３月に開催されました。

　３月３０日の最終日には、「尾鷲小唄と野口雨情」と題した講

演会が開催されましたが、これに先立ち尾鷲市内を見渡せる馬

越峠入口に建設された野口雨情の歌碑の完成を祝う除幕式が行
われました。古道散策の癒しの場としての効果も期待されます。



４ 協働プロジェクト・パートナー会議開催！
　本年３月に公表された熊野古道アクションプログラムの趣旨に賛同いただける個人を対象に

アクションプログラムに記載されているプロジェクト（下記 A、B、C、D）の具体化に向けて
の『協働プロジェクトパートナー』を募集したところ、４１名の応募があり、その第１回協働プ
ロジェクト・パートナー会議が 6月９日に三重県尾鷲庁舎５階大会議室で開催されました。

　当日は平日の夜間開催にもかかわらず、協働パートナー、

各分野の専門家（サポーター）、行政職員、事務局職員約

５０名が集まり、アクションプログラムの概要説明、各プ
ロジェクトの企画案説明などの全体会議に引き続き、プロ

ジェクトテーマごとの検討会が実施され、参加者それぞれ

が熊野古道に対する想いやその魅力、世界遺産登録に向け

ての保全・活用案を発表するなど、活発な意見交換が行わ

れました。

＝　協働プロジェクト　＝

　A：世界遺産登録記念イベント
　　≪主な意見≫

◆ 熊野古道に関しては内（地元住民）へのＰＲが必要、外（地域外住民）に対しては熊

野古道だけでなく地域全体のＰＲが必要
◆ 「内向き」「外向き」イベントの両立は難しい。どちらを目指すのか？

◆ イベントが必要か？　地域が実施するイベントを連携させる「しかけ」を考えた方が

よいのでは

　B：熊野古道宿坊
　　≪主な意見≫

◆ 今年度中に古民家宿坊１棟をオープンさせたい

◆ 次回は古民家再生の具体的なイメージを得るため、県内の先進事例を視察する

　C：熊野古道ルール
　　≪主な意見≫

◆ ルールを普及・定着させ熊野古道保全意識の向上を図りたい

◆ 皆に理解してもらえるよう単純で短い言葉がよい

◆ ゴミの持ち帰り等環境マナーについてＰＲしていく

◆ 上高地のように巡視員等のパトロールを実施しては？
◆ 有料トイレの検討も必要

　D：熊野古道センター
　　≪主な意見≫

◆ 紀南地域には整備しないのか？

◆ 古道センターからの情報発信が必要である

◆ 宿泊施設を併設してほしい

　今後は、テーマごとに月１～２回程度ワーキングが開催され、具体的な内容の検討に入ります。

　なお、この『協働プロジェクト・パートナー』の募集は、平成１５年５月２０日で応募を締め
切っていますが、各プロジェクトの企画実行に参画希望の方は事務局（三重県地域振興部　東紀

州活性化・地域振興プロジェクトグループ：℡059－224－2193）へお問い合わせください。

（熊野古道センター）

（全体会議）
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熊
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前
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早
田
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盲
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っ
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、
こ
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送
り
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」
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他
に
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通
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書
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。
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弟
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。
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。
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５  熊野古道でトイレ考
　現在、三重県ホームページのｅ－デモ会議室「“遊び”のくにづくり」（http://www.e-

demo.pref.mie.jp/MailBBS/eDemo/9asobi/）では、熊野古道のトイレに関し、活発な意見交換が行わ

れています。トイレの必要性や重要性、バイオトイレなどの様々な意見がでています。６月には
それまでの意見を整理しとりまとめた「『熊野古道でトイレ考』読本」（ http://www.e-

demo.pref.mie.jp/MailBBS/eDemo/9asobi/Shared/kumanokodo-toilet.doc）が作成されましたので、熊

野古道に関わる皆様に是非ご覧いただき、意見交換にもご参加いただければ幸いです。

編集後記

  新年度を迎え、当協議会事務局では職員の人事異動があり、新担当者となって今回が最初のニ

ュースの発行となりました。４～５月は取材を兼ねていくつかの峠を歩きましたが、古くは石畳
や洗い越し、最近では橋や案内板の設置や清掃活動など、今も昔も変わらぬ地域の方々の来訪者

に対するおもてなしの心、古道の保全・活用に対する思いがひしひしと伝わってきました。

　今は「尾鷲名物の雨？」梅雨の季節となってしまいましたが、梅雨が明けると夏休み、秋の行

楽シーズンを迎えます。秋には東紀州地域が一体となった世界遺産登録推進プレイベントの開催

が予定されていますので、この機会にぜひ地域のもてなしをご体験ください。

法
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し
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い
る
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浦
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姓
た
ち
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往
来
一
札
と
変
わ
ら
な
い
が
、
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戸
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の
庄
屋
、

寺
で
も
な
く
、
師
匠
の
検
校
が
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
他
の
盲
人
順
亮
、
栄
春
も
三
通
の
文
書
を
も
っ
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い
て
、
検

校
の
弟
子
と
し
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の
証
明
に
な
る
文
書
な
ど
で
、
同
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で
文
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ま
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同
一
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も
の
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あ
る
。

　
こ
れ
ら
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文
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「
検
校
」
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特
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れ
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い
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の
だ
ろ
う
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良
秀
が
他
国
順
暦
、
順
在
に
出
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こ
と
は
、
検
校
の
官
職
の

昇
進
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た
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で
は
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い
だ
ろ
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か
。
そ
れ
に
盲
人
の
身
で
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き
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っ
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成
就
仕
り
度
く
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か
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み
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で
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。

　
和
歌
山
か
ら
熊
野
街
道
の
紀
伊
路
を
峽
し
い
中
辺
路
を
通

り
、
本
宮
へ
来
て
、
小
雲
取
、
大
雲
取
の
険
峻
を
越
え
、
修
行

の
た
め
の
身
、
熊
野
川
を
舟
で
下
る
こ
と
な
く
、
伊
勢
路
に
入

り
、
い
く
た
の
峠
、
川
を
越
え
て
き
て
、
西
国
一
の
難
所
八
鬼

山
を
下
り
た
と
こ
ろ
で
、
右
の
脇
道
に
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、
向
井
、
大
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根

を
通
り
ぬ
け
て
行
野
ま
で
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月
半
程
か
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っ
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や
っ
て
き

た
。
官
職
昇
進
の
た
め
に
、
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っ
そ

う
の
苦
行
の
道
を
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ら
選
ん
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の
だ

ろ
う
か
。
そ
こ
で
持
病
の
疝
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が
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、
歩
行
困
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ま
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介
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戻
す
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

二
ヶ
月
半
程
か
か
っ
た
道
す
じ
を
介

添
が
あ
っ
て
も
在
所
ま
で
帰
る
こ
と

の
大
変
さ
を
思
い
や
る
気
で
い
っ
ぱ

い
で
あ
る
。

　　始神峠のアジサイ


